
 

特定非営利活動法人 
瀬戸内海研究会議 

      令和４年度瀬戸内海の環境保全・創造に係る 

      研究計画発表会並びに第 1 回瀬戸内海環境 

保全知事・市長会議 WG 
 

                              日時：令和 4年 9月 5日（月）13：30～16:00 

            場所：三宮研修センター 701 号室     

 

 

次 第 

 

１ 開 会 

 

２ 令和 4年度「瀬戸内海の環境保全・創造に係る研究委託」 

（瀬戸内海研究会議事務局） 

 

３ 研究計画の発表(テーマ２) 

 (1) 海洋プラスチック汚染の防止に向けた陸域におけるプラスチックごみの散乱状況

の把握と流出防止策の研究 

    原田 禎夫（大阪商業大学公共学部 准教授） 

 

 (2) 播磨灘南部を対象とした海洋プラスチックごみの起源と分布に関する研究 

石塚 正秀（香川大学創造工学部 教授） 

 

  

４ 総合討論 

 

 

５ その他 

 

  



 

令和４年度瀬戸内海の環境保全・創造に係る研究計画発表会 

出 席 者 名 簿（令和 4年 9月 5日（月）） 

 

○研究計画発表者（テーマ２） 

氏 名 所 属 ・ 役 職 名 備 考 

原田 禎夫 大阪商業大学公共学部・准教授  

石塚 正秀 香川大学創造工学部・教授 Web出席 

 

○ 特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議 

    委員長    駒井 幸雄  

   委員(ﾃｰﾏ２)  磯辺 篤彦 

   

○瀬戸内海環境保全知事・市長会議 

   大阪府環境保全課          総括主査      和田 峻輔 Web 出席 

   〃  〃             副主査       中尾 圭吾 Web 出席 

  兵庫県水大気課           課長        山本 竜一 

   〃  〃             職員        堀江 隆志  

  岡山県環境管理課          主幹        後藤 真樹 Web 出席 

   〃 循環型社会推進課       技師        蜂谷 博郎 Web 出席 

  広島県環境保全課          参事        山根 直子 Web 出席 

  山口県環境保健センター       専門研究員     木下友里恵 Web 出席 

  徳島県環境管理課          係長        中石 明希 Web 出席 

   〃 保健製薬環境センター     課長        尾﨑 宏実 Web 出席 

   〃    〃           上席研究員     工内 輝実 Web 出席 

   香川県環境管理課          課長補佐      本木 伸吾 Web 出席 

  福岡県廃棄物対策課         主任主事      前原 早紀 Web 出席 

  大分県循環社会推進課        課長        嶋﨑 晃  Web 出席 

  神戸市環境保全課          担当係長      住 昌将 Web 出席 

  広島市環境保全課          主任技師      吉田 鉄平 Web 出席 

  呉市環境政策課           主事         樋口 慶  Web 出席 

 

○特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議事務局 

常務理事    春名 克彦   

参 事        樋口 進 

総務課主査   大輪のり子 

業務課職員   北村 大樹 

 



令和４年度「瀬戸内海の環境保全・創造に係る研究委託」事業計画 

 
１ 内 容 

   特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議（以下、「研究会議」という。）では、瀬戸内海
環境保全知事・市長会議（以下、「知事・市長会議」という。）の委託を受けて、次の

２つのテーマを設定して実施する。 

 

  テーマ１ 瀬戸内海の栄養塩濃度低下がもたらす低次生態系の変化に関する研究 
 テーマ２ 瀬戸内海に流入する海洋プラスチックごみの起源と分布に関する研究 

 
２ 推進体制   

  総      括：駒井 幸雄（瀬戸内海研究会議企画委員長） 
  テーマ１担当：西川 哲也（瀬戸内海研究会議企画委員） 
   テーマ２担当：磯辺 篤彦（瀬戸内海研究会議企画委員） 
 
３ テーマの背景及び内容 

(1)テーマ１ 『瀬戸内海の栄養塩類濃度低下がもたらす低次生態系の変化に関する研
究』 

① 現状と課題  

瀬戸内海の栄養塩類濃度は、沿岸部と沖合部で異なり経年変化傾向も違うことが

判明するとともに、栄養塩類濃度と海洋の基礎生産量の指標となる植物プランクト

ン量（Chla 濃度）の間には単純な応答関係は認められず、栄養塩類濃度の減少がそ

のまま Chla 濃度に連動しているわけではないことが示された。 

このことは、瀬戸内海の栄養塩類濃度の低下に伴って低次生態系に何らかの変化

が生じ ており、それが魚類等を含む高次生態系に影響している可能性を示唆する

ものである。つまり、栄養塩類の変動と高次生態系の応答を明らかにするためには、

まず低次生態系の栄 養塩類と植物プランクトンの関連性について、詳細に研究す

る必要があり、将来の高次生態系までを含む統合モデルを構築するために必要不可

欠な研究課題である。  

② 内容  

瀬戸内海の栄養塩類濃度低下が低次生態系にどのような変化をもたらしている

かを明らかにする研究を公募する。なお、本研究では、栄養塩類濃度と植物プラン

クトンに関わる既往の知見の取りまとめを含むこととする 

 
(2)テーマ 2 『瀬戸内海に流入する海洋プラスチックごみの起源と分布に関する研究』 
① 現状と課題  

瀬戸内海に流入した海洋プラスチックごみの起源と分布を明らかにするために

は、数値 モデルによるシミュレーションは有力な方法である。しかし、より精度の
高いシミュレー ションを行うためには、河川等を通して流入するプラスチックご
みの負荷量などの基礎デ－タを整備することが求められる。 

 ② 内容 

瀬戸内海における海洋プラスチックごみに関わる知見を取りまとめ、実態調査

結果と合 わせて現在の流入負荷量を評価し、瀬戸内海におけるプラスチックごみ

資 料 １ 



の分布を明らかに するとともに、今後の海洋プラスチックごみ対策に向けた提言
をする研究を公募する。 

  
４ 進め方 

① 令和 4年度に研究公募をして採択された研究者に研究費を助成する。 
② 研究期間は令和４年度～６年度の３カ年とする。 
③ 令和４年度の研究助成の全体額は予算見込み額（410万円）の範囲内とする。 
④ 「研究会議」は、採択された研究者に対して、研究内容が設定されたテーマに
整合して行われるよう研究状況の報告を求めるとともに、助言を行うこととす

る。また、「研究会議」は、令和６年度において、研究成果全体をとりまとめ、

行政施策への提言を作成するため、採択された研究者は、この提言作成作業に

協力するものとする。 
⑤ 各テーマの担当委員は、研究結果の取りまとめ及び報告書の作成を行う。 
⑥ 各テーマ相互の連携や全体計画の適正化を図るため、必要に応じて全体会議を
開催する。 

 
５ 令和４年度の事業実施状況及び今後のスケジュール 

   4月 28日          委託契約締結 

   5月 23日～6月 17日  助成対象研究公募 

 

7月 11日  助成対象研究者の選定、助成額の決定 

     （テーマ１） 

               ①吉江 直樹（愛媛大学沿岸環境科学研究センター 講師） 

                  設定テーマ：瀬戸内海における栄養塩濃度の時空間変動に伴う低次生態系応

答に関する研究 （150万円）  

        （テーマ２） 

   ①原田 禎夫（大阪商業大学公共学部 准教授）  

             設定テーマ：海洋プラスチック汚染の防止に向けた陸域におけるプラスチッ

クごみの散乱状況の把握と流出防止策の研究（150万円） 

        ②石塚 正秀（香川大学創造工学部 教授） 

           設定テーマ：播磨灘南部を対象とした海洋プラスチックごみの起源と分布に

関する研究 (110万円) 

    

      9月5日    研究実施計画発表会（テーマ2）（第1回知事・市長会議とのWGも兼ねる） 

   9月13日      〃     （テーマ1）      〃 

           

   12月6日   中間報告会（第2回知事・市長会議とのWGも兼ねる） 

 

1月 24日  成果発表会に向けた研究打合せ会議（担当委員、助成研究者の打合せ） 

2月 7日  令和 4年度研究成果発表会（第 3回知事・市長会議との WG） 

 

   3月 17日  令和 4年度報告書の提出                以上 
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Prof. Dr. Masahide ISHIZUKA

e‐mail :ishizuka.masahide@kagawa‐u.ac.jp

令和4年度「瀬⼾内海の環境保全・創造に係
る助成研究」に係る テーマ2研究計画発表会

テーマII 『瀬⼾内海に流⼊する海洋プラスチックご
みの起源と分布に関する研究』

播磨灘南部を対象とした海洋プラスチックごみ
の起源と分布に関する研究

香川大学創造工学部 建築・都市環境コース
石塚正秀

瀬⼾内海の環境保全・創造に資する観点
（⼩課題への適合性を含めて）

瀬⼾内海は半閉鎖海域であり、また、⼈⼝が多い流域圏を有することから、
環境に与える⼈為的影響が他の海域と⽐較して⼤きい。⾼度経済成⻑時代の
富栄養化による⾚潮問題にはじまり、ノリの⾊落ち等の貧栄養問題、さらに
は、これまで⾒過ごされてきたプラスチックゴミ問題へと、瀬⼾内海が抱え
る環境問題はより⾼いレベルへの環境改善が社会的に求められるようになっ
ている。SDGsが掲げる持続可能な社会の実現やプラスチック削減による
カーボンニュートラルへの貢献など、地球全体が取り組む課題の縮図が瀬⼾
内海にある。瀬⼾内海における環境を保全し、より良い環境を創造するため
のプラスチックごみ対策に資する研究は、⽇本だけでなく世界への有益な知
⾒の提供となる。

2

資料３



共同参画者

代表：
⽯塚正秀 教授 （⾹川⼤学創造⼯学部）

分担者：
⼀⾒和彦 教授 （⾹川⼤学農学部、⾹川⼤学瀬⼾内圏研究センター）
⼭本⾼広 助教 （⾹川⼤学創造⼯学部）
中國正寿 博⼠研究員（⾹川⼤学農学部）

3

研究の趣旨：
現在、世界中で⼤きな環境問題となっている海洋プラスチックご

みの実態を瀬⼾内海の播磨灘南部域を主な対象として明らかにし、
河川と海域の⽔環境の改善に資する研究を実施する。

研究の⽬的：
①河川・海洋プラスチックごみの起源（発⽣源）
②プラスチックごみの輸送（輸送過程）
③その分布の特徴（海域分布）を明らかにすること ←定性的評価

研究の趣旨と⽬的
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③海域分布

海面漂流
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公募テーマに⽰されている、つぎの４つの内容(テーマ)を実施する。

1) 瀬⼾内海における海洋プラスチックごみに関わる知⾒の取りまとめ
2) 実態調査および現在の流⼊負荷量の評価（①発⽣源、②輸送過程）
3) 瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布の解明（③海域分布）
4) 今後の海洋プラスチックごみ対策に向けた提⾔

研究の概要
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海洋ごみの調査を国⼟交通省港湾空港事務所や環境省が実施し、河川ゴミの調査を⽇本財団が実施している
ことから、各年度に発刊される報告書等をレビューし、既往の知⾒を本研究に適宜反映させる。

テーマ１：瀬⼾内海における海洋プラスチックごみに
関わる知⾒の取りまとめ

研究計画：

令和4年度：
瀬⼾内海における海洋プラスチックごみに関わる知⾒の取りまとめ

令和5年度：
瀬⼾内海における海洋プラスチックごみに関わる知⾒の取りまとめ

令和6年度：
瀬⼾内海における海洋プラスチックごみに関わる知⾒の取りまとめ

7
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⼀般社団法⼈ ⽇本マリーナ・ビーチ協会：平成27年度 瀬⼾内海浮遊ごみ情報活⽤検討業務報告書、平成27年12⽉9

https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2021/10/new_pr_20211021_05-1.pdf 10



a) ⼈⼝・社会統計データの解析：⼈⼝・⼯業データの収集・可視化、⼟地利⽤データの収集
・可視化、ごみ発⽣・排出原単位Gの情報収集、コンビニ等事業所の位置データの可視化、
ごみ収集場所の位置データの可視化、道路・橋の位置データの可視化

b) 河川流出シミュレーション：河川⽔位の計測、流出解析による河川流量Qの推定
c) 現地調査（採取）：河川におけるマイクロプラスチックの採取
d) 現地調査（AI画像解析(機械学習)）：河川における浮遊プラスチックごみ量(濃度C)の推定
e) 負荷量解析：C-Q 式、L-G 式、L-Q 式を⽤いたプラごみ負荷量Lの推定

テーマ２：実態調査および現在の流⼊負荷量の評価
（①発⽣源、②輸送過程）

研究計画：

令和4年度：
実態調査および現在の流⼊負荷量の評価 ←基礎的データの収集

令和5年度：
実態調査および現在の流⼊負荷量の評価（流出解析）

令和6年度：
実態調査および現在の流⼊負荷量の評価（負荷量解析） 11

テーマ２：実態調査および現在の流⼊負荷量の評価
（①発⽣源、②輸送過程）

令和4年度：
a)データの収集およびGISを⽤いた可視化：⼈⼝・⼯業データ、⼟地利⽤データ
b)ごみ発⽣・排出原単位Gの情報収集
c)現地調査：河川⽔位の計測、（河川におけるマイクロプラスチックの採取）、AI画像解析による河川におけ

る浮遊プラスチックごみ濃度Cの推定（⼩型⾚外カメラとRaspberry Piを⽤いた終⽇観測）（機械学習によ
る物体⾃動検出には、YOLO (You Only Look Once)-v5を⽤いる。）

令和5年度：
a)データの収集およびGISを⽤いた可視化：コンビニ等事業所の位置データ、ごみ収集場所の位置データ、道

路・橋の位置データ
b)流出解析：RRI(Rain-Runoff-Inundation)モデルを⽤いた河川流量Qの推定
c)現地調査：河川⽔位の計測、（河川におけるマイクロプラスチックの採取）、AI画像解析による河川におけ

る浮遊プラスチックごみ濃度Cの推定（⼩型⾚外カメラとRaspberry Piを⽤いた終⽇観測）

令和6年度：
a)負荷量：C-Q 式、L-G 式、L-Q 式を⽤いたプラごみ負荷量Lの推定
b)現地調査：（河川におけるマイクロプラスチックの採取）、AI画像解析による河川における浮遊プラスチッ

クごみ濃度Cの推定 12



St.SR

St.GR

St.ST

St.YB

調査地点
河川調査
・御坊川楠上橋
・新川河⼝堰
砂浜調査
・屋島⽔産試験場北の浜
・春⽇川河⼝

新川河⼝堰

御坊川楠上橋
春⽇川河⼝

⽔産試験場北の砂浜

13

14

計測機器

➀Raspberry Pi
・カメラ撮影制御
・データ取得
(・データ転送)
(・解析）

➁⼩型カメラ
・Raspberry Pi対応
・可視+IR画像撮影

④超⾳波⽔位計
・計測範囲：0.6 - 20 m
・計測int：1 s

➂IR (⾚外) ライト
・照射範囲：40 - 50 m
・IR画像の明瞭化

Cam1

Cam2
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計測１ ー浮遊物検出実験，⽔理実験室ー

モデルによる物体検出

機械学習

・教師データ：
プラスチック製品の約半数（40/79個)
（Bottle：11, Tray：20,Package：9）

画像枚数：400枚

・条件ごと（可視 or ⾚外，Cam1 or 2）
に区別し、計4つのモデルを作成

各条件における*物体検出率

＊物体検出率（Score）：各種類の物体が流れている時間における正解率
Cam1の⾚外画像における検出例

（未公表データ）

2020.10.23⾦曜⽇撮影 新川16



2020.10.23⾦曜⽇撮影 御坊川17

播磨灘における漂流性プラごみ・（漂流性マイクロプラスチックの採取）、海岸におけるプラごみの採取お
よびAI画像解析による推定、（海岸におけるマイクロプラスチックの採取）、海底プラごみの採取、（出⽔後
の河⼝における漂流性プラごみ調査）

テーマ３：瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布
の解明（③海域分布）

研究計画：

令和4年度：
瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布の解明（河⼝、筋⽬、海岸）←定性的評価

令和5年度：
瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布の解明（河⼝、潮汐フロント、海底、海岸） ←定性的評価

令和6年度：
瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布の解明（海底、海岸） ←定性的評価
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令和4年度：
現地調査：

播磨灘の筋⽬における漂流性プラごみ・（漂流性マイクロプラスチック）の採取
海岸におけるプラごみの採取およびAI画像解析による推定
（海岸におけるマイクロプラスチックの採取）
（出⽔後の河⼝における漂流性プラごみ調査）

令和5年度：
現地調査：

播磨灘の潮汐フロントにおける漂流性プラごみ・（漂流性マイクロプラスチック）の採取
播磨灘南部における海底ごみの採取
海岸におけるプラごみの採取およびAI画像解析による推定
（海岸におけるマイクロプラスチックの採取）
（出⽔後の河⼝における漂流性プラごみ調査）

令和6年度：
現地調査：
a)調査データ解析：

播磨灘南部における海底ごみの採取
海岸におけるプラごみの採取およびAI画像解析による推定
（海岸におけるマイクロプラスチックの採取）

b)調査データ解析：
播磨灘の潮汐フロントにおける漂流性プラごみ・（漂流性マイクロプラスチック）の解析

テーマ３：瀬⼾内海におけるプラスチックごみの分布
の解明（③海域分布）
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PE

44%

PP
28%

NYLON6/6
17%

POLY(1‐
BUTEN)

5%

POLY(VINYL 
ALCOHOL)

3%

CELLULOSE
3%

PE

PP

NYLON6/6

POLY(1‐BUTEN)

POLY(VINYL
ALCOHOL)

CELLULOSE

2022.2.20⽇(⽇)
海底におけるロープ等プラスチックの種類別割合

（35サンプル中の個数）

多かった種類：
ポリエリチレン：44%
ポリプロピレン：28%
ナイロン6/6：17%

これら三種類で、89%

21（未公表データ）

令和6年度の現地調査（7⽉まで）およびデータ解析結果をもとに、閉鎖的特徴のある瀬⼾内海における海洋
プラスチックごみ対策に向けた提⾔を①発⽣源、②輸送過程、③海域分布に分けてまとめる。

テーマ４：今後の海洋プラスチックごみ対策に向けた提⾔

研究計画：

令和4年度：
なし

令和5年度：
なし

令和6年度：
今後の海洋プラスチックごみ対策に向けた提⾔（①発⽣源、②輸送過程、③海域分布）
→令和6年度の現地調査（7⽉まで）およびデータ解析結果をもとに、閉鎖的特徴のある瀬

⼾内海における海洋プラスチックごみ対策に向けた提⾔を①発⽣源、②輸送過程、③海
域分布に分けてまとめる。
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研究計画表（令和4-6年度）（当初案）
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7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

国土交通省港湾空港事務所の調査資料 資料整理 石塚 瀬戸内海 水表面 浮遊 プラスチックごみ 知見 知見 知見

環境省の調査資料 資料整理 石塚 瀬戸内海 海底 沈積 プラスチックごみ 知見 知見 知見

日本財団の資料 データ分析 石塚 河川 河底 沈積 プラスチックごみ 知見 知見 知見

人口・工業データの収集・可視化 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 ー

土地利用データの収集・可視化 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 ー

コンビニ等事業所の位置データの可視化 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 ー

ごみ収集場所の位置データの可視化 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 ー

道路・橋の位置データの可視化 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 ー

ごみ発生・排出原単位Gの情報収集 データ解析 石塚 流域圏 ー 発生 プラスチックごみ

河川流量Qの推定 数値シミュレーション 石塚 河川 ー 流出 ー

負荷量解析によるプラごみ負荷量Lの推定 データ解析 石塚 河川 ー 負荷 プラスチックごみ

河川におけるマイクロプラスチック調査 現地調査（採取） 石塚 河川 水表面 浮遊 マイクロプラスチック 河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川河川マイクロ

河川における浮遊プラスチックごみ濃度Cの推定 現地調査（AI画像解析）
石塚・

山本
河川 水表面 浮遊 プラスチックごみ 解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析解析

河口域における流入プラごみ 現地調査（採取） 一見 河口域 水表面 漂流 プラスチックごみ 河口 河口

河口域における漂流性マイクロプラ 現地調査（採取） 一見 河口域 水表面 漂流 マイクロプラスチック

播磨灘における漂流性プラごみ 現地調査（採取） 中國 播磨灘 水表面 漂流 プラスチックごみ 筋目ごみ 筋目ごみ 潮汐フロントごみ

播磨灘における漂流性マイクロプラ 現地調査（採取） 中國 播磨灘 水表面 漂流 マイクロプラスチック 筋目マイクロ 筋目マイクロ 潮汐フロントマイクロ

播磨灘における海底プラごみ 現地調査（採取） 石塚 播磨灘 海底 沈積 プラスチックごみ 海底ゴミ 海底ゴミ

現地調査（採取） 海岸 海岸 海岸 海岸 海岸 海岸 海岸 海岸 海岸

現地調査（AI画像解析）

海岸におけるマイクロプラ調査 現地調査（採取） 石塚 海岸 陸上 漂着 マイクロプラスチック

石塚 提言

一見 提言

中國 提言

石塚 土木学会四国支水工学 土木学会四国支水工学 EMECS14(未定) 土木学会

中國 海洋環境研究集会 海洋環境研

成果発表会 中間報告 中間報告

成果報告書 研究成果報告書 研究成果報告書 最終報告書

陸上 漂着・投棄 プラスチックごみ

4 提言

【学会発表申込】

1

2

3

海岸におけるプラごみ調査
石塚・

山本
海岸

動態 形態

2022 2023 2024 2025

令和4年度 令和5年度 令和6年度目的 研究方法 手法 担当 場所 深さ

期待できる新たな知⾒：
1) 発⽣源の特徴として、発⽣源の分布と⼈間活動の特徴との関係を明らかにする。
2) 輸送過程の特徴として、発⽣量・輸送量（排出量）に与える河川流量といった⾮定常的特徴

を明らかにする。
3) 海域分布の特徴として、海洋プラごみの分布の特徴を明らかにする。

政策提⾔への反映：
1) 学術雑誌への成果の発表により、プラスチックごみの発⽣・輸送・分布に関する科学的知⾒

を提供する。
2) 新たにごみを発⽣させない対策を提⾔する。
3) 既存ごみの回収による効果を提⾔する。

研究成果を基に期待できる新たな知⾒、政策提⾔への反映等
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